
 

               

 

 

東京医療保健大学和歌山看護学部との合同訓練の実施について 

 
 集団大規模災害における消防隊の現場対応能力向上を図るとともに、和歌山市に所在する「東京

医療保健大学和歌山看護学部」と連携し、将来医療従事者となる学生が看護師・負傷者・避難者役

として参加することで、災害現場での「限られた人員・資器材を最大限に活かしながら、1 人でも

多くの人の命を救う」ことについて考え、災害医療の学習に繋げていくことを目的として実施しま

す。 

 

１ 日  時  令和５年９月１４日（木）１０時００分～１２時００分 

         

２ 場  所  東京医療保健大学和歌山看護学部 雄湊キャンパス 

（和歌山市東坂ノ上丁３番地） 
 

３ 参 加 者  

（１）中消防署                    ２５人 

（２）東京医療保健大学和歌山看護学部生       約５０人 

 

４ 訓練想定   和歌山県南方沖を震源とする大規模地震が発生。津波による浸水被害等はない

が、大学内の建物が倒壊して多数の負傷者が発生。倒壊建物からの要救助者の救

出及び多数傷病者対応が必要となり、出動要請があったもの。                  
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